
令和元年度 都城市立東小学校 学校関係者評価書
４段階評価 ４：期待以上 ３：ほぼ期待どおり ２：やや期待を下回る １：改善を要する

【学校経営ビジョン】
「チーム東小～３Ｃ１Ｓ・東小の５氣・凡事徹底・３ワーク・和をもって貴しと為す」等をキーワードとし、「よき伝統の継承」を念頭に置き、「創造・

工夫による改善」を図りながら「新たな伝統の創造」を目指すことを教育理念とする。そして、全ての教職員の共通理解・共通実践を基盤として、「児童の
確かな学力の向上」に力を入れるとともに、「東小ならではの教育活動」を展開し、保護者や地域住民の信頼と期待に応えられる「開かれた学校づくり」を
推進する。

重点目標 主な達成手段 結果の考察・分析・改善策等 自己評価 関係者評価 学校関係者評価委員の意見

知育 １ Ｗｅｂ単元評価システムの活用し、 １ 授業が分かると答えた児童が８５％以 ○ 授業や学校行事から、教職員が一枚
単元テスト学級平均点「期待平均点＋ 上であり、更に個別指導を徹底し学力下 ３．２ ３．４ 岩になって、知・徳・体のバランスの

基礎・基本の確実 ５点」以上を目指す。 位層の引き上げに努める必要がある。 取れた児童の育成に取り組んでいる姿
な定着と学力の向 ２ 妻ケ丘地区小中一貫教育の取組を通 ２ 一人１研究を行い、授業を相互参観す が窺える。
上 して、学力向上を目指した授業実践を ることで授業改善を図ってきた。新学習 ２．９ ３．４ ○ 県読書感想文において全学年におい

推進する。 指導要領完全実施に向けて研修を行う。 て優秀な成績を収め感心した。
３ 図書館サポーターと連携し、貸出数 ３ 学校での図書貸出数は１月末で３５９
及び多読賞受賞者を増やし、児童の読 ６５冊と高い。家庭でも読書の習慣がで ３．１ ３．４
書力の向上を図る。 きる方策を講じていく必要がある。

徳育 １ 「無言清掃・あいさつ（会釈）・廊下 １ 学習中の立腰が崩れやすく、返事・あ ○ 朝の交通指導時にあいさつがよくで
歩行・履き物並べ・立腰」等の達成率 いさつの声が小さい。基本的な生活習慣 ３．０ ３．３ きる子がいる。家庭の指導が行き届い

基本的な生活習慣 ８５％以上を目指す。 やきまりについて随時指導していく。 ていると感じた。
の定着と豊かな心 ２ アンケートで「学校が楽しい」と回 ２ 約９２％の児童が「楽しい」と回答し ○ 民生・児童委員が振替休業日にあい
の育成 答する児童が９５％以上になるように、 ている。否定的な児童を把握し見守りと ３．２ ３．４ さつ運動に来たことがあった。今後は

道徳及び体験活動の充実を図る。 指導に努めていく。 会長との連絡を徹底してほしい。
３ 避難訓練（年４回）及び安全指導を ３ 交通安全教室が２学期の実施となった。 ○ 「ツイタもん」が活用できるように
実施し、「自分の命は自分で守る」児童 １学期に実施し、指導後に自転車に乗れ ３．２ ３．４ 教育委員会と連携して利用者を増やし
の育成を図る。 る範囲を広げていく。 てほしい。

体育 １ 体力テストＴスコア５０以上の種目 １ 授業の初めの時間に落ち込みの見られ ○ 「早寝・早起き・朝ご飯」や「弁当
を男子２５、女子２０以上、またＤ・ る補助運動を取り入れ体力向上を図って の日」の取組など、家庭との連携が必

基礎体力の向上と Ｅ判定が男子２３％、女子２５％以下 いる。水泳指導は藻の発生のため、次年 ２．７ ３．２ 要である。
健康的な生活習慣 になるように、体力向上プランに基づ 度から１学期で終了する方向で検討して
の定着 く指導を徹底する。 いく。

２ 「早寝・早起き・朝ごはん」等の達 ２ 「早寝」ができていないようである。
成率８５％以上を目指す。 今後も家庭へ協力を依頼していく。 ２．８ ３．２

３ 「親子料理・弁当の日」等の実施に ３ 夏休みに「親子料理」、３月のお別れ遠
向けて、関係機関等と連携し、指導を 足で「弁当の日」を計画的に学年に応じ ２．７ ３．３
計画的に推進する。 た指導を行っている。

ふるさと １ 学校便りを毎月発行し、ＨＰの更新 １ 学校便りは毎月、ＨＰは月数回の更新 ○ 地区での行事参加数が毎年減ってい
教育 を頻繁に行い、学校の教育活動への理 ができた。本年度は１００周年実行委員 ３．４ ３．５ るの地区長から保護者へ積極的な呼び

解を深める。 会のフェイスブックの発信もできた。 かけを行ってほしい。
家庭・地域との連 ２ 地域人材・素材を積極的に活用する ２ 本年度は延べ４００名のボランティア ○ ＰＴＡ活動の講師を招聘してのキャ
携と開かれた学校 とともに、妻ケ丘地区の活動への協力 の方々に協力をいただいた。連絡体制を ２．９ ３．４ リア教育はすばらしいので、今後も継
づくり を推進する 整え、更に積極的な活用を図っていく。 続してほしい。

３ 学校運営協議会を開催し、学校運営 ３ 計画的に実施できた。評価を前もって ○ 携帯電話の使用やＳＮＳへの対応な
について評価を受け、今後の工夫・改 いただき、早めに反省・改善に活かすこ ３．０ ３．５ ど、学校に求めるものが多くなってい
善に生かす。 とができた。 る。家庭でするべきことは家庭で指導

するべきである。


